
フランス 麗しき古都を巡るパリから高速列車でわずか一時間の距離にあるオー・ド・フランス地方は、ヨーロッパ北部の文化の十字路として、独自の美
意識と豊かな文化を育んできた。ルーヴル美術館の別館やマティス美術館―この地に息づく美の世界を訪ねる。そして、フ
ランス東部に位置するブルゴーニュ地方。首都ディジョンから南へ約60 キロにわたり広がる黄金の丘陵には、中世から受け
継がれてきた世界最高峰のワイン畑が広がる。―名だたるグラン・クリュが誕生する聖地で、至高のガストロノミーを味わう。

写真・文：大橋マサヒロ オー・ド・フランス地方 〜芸術と文化の香りに浸る〜 ／ ブルゴーニュ地方 〜美食とワインの故郷〜

写真キャプション□□□□□□□□□■□□□
□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□
□□□□□□■。
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湖
面
に
浮
か
ぶ
華
麗
な
る

フ
ラ
ン
ス
貴
族
文
化
の
至
宝

　

森
の
遊
歩
道
を
し
ば
ら
く
歩
く
と
、湖
面
に

浮
か
ぶ
優
美
な
城
が
現
れ
る
。ま
る
で
童
話

の
世
界
か
ら
抜
け
出
て
き
た
か
の
よ
う
な
優

雅
な
佇
ま
い
、そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
誇
り

＝
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
城
だ
。14
世
紀
に
要
塞
と

し
て
築
か
れ
た
後
、16
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
・
ル

ネ
サ
ン
ス
様
式
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
、数
世
紀

に
わ
た
り
貴
族
た
ち
に
愛
さ
れ
て
き
た
歴
史

が
あ
る
。現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
城
の
姿

は
、19
世
紀
に
オ
マ
ー
ル
公
ア
ン
リ
・
ド
ル
レ

ア
ン
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
も
の
だ
。彼
は

フ
ラ
ン
ス
最
後
の
国
王
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ

の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
、シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
城
の

最
後
の
城
主
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。フ
ラ
ン

ス
革
命
に
よ
り
大
部
分
が
破
壊
さ
れ
た
城
を
、

20
年
以
上
に
及
ぶ
イ
ギ
リ
ス
亡
命
生
活
を
経

て
な
お
、そ
の
情
熱
と
財
力
で
蘇
ら
せ
た
。オ

マ
ー
ル
公
は
芸
術
の
愛
好
家
で
あ
り
、熱
心
な

コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ
た
。亡
命
中
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
各
地
を
巡
り
、フ
ラ
ン
ス
か
ら
流
出
し

た
美
術
品
や
宝
飾
品
を
収
集
し
続
け
た
。

　

そ
し
て
１
８
８
６
年
に
城
が
再
建
さ
れ
る

と
、彼
は
驚
く
べ
き
決
断
を
下
す
。「
展
示
品

の
配
置
を
絶
対
に
変
え
て
は
な
ら
な
い
。ま

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
貸
し
出
し
を
禁
止
す

る
」と
い
う
条
件
を
付
け
、全
財
産
を
フ
ラ
ン

ス
学
士
院
に
寄
贈
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
遺
言
に
よ
り
、シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
城
は

今
も
19
世
紀
の
ま
ま
の
姿
で
、城
内
に
あ
る

コ
ン
デ
美
術
館
で
は
、貴
族
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
鑑
賞
で
き
る
世
界
で
も

稀
有
な
美
術
館
と
な
っ
て
い
る
。

2
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1

１. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。２. □□□□□
□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。３. □□□□□□□□□■□
□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。４. □□□□□□□□□■□□□□□□□
□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。５. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□
□□□□□□■□□□□□□□□□■。

Information

Auberge du Jeu de Paume /
オーベルジュ・デュ・ジュ・ドゥ・ポーム
4 Rue du Connétable, 60500 Chantilly, France
TEL +33 3 44 65 50 00
https://aubergedujeudepaumechantilly.fr/

フランス北部  美の軌跡を巡る

深い森に抱かれ、優美な姿を水面に映すシャンティイ城は、フランス貴族文化の粋を今に伝える
ルーヴル美術館に次ぐ規模を誇るアートコレクションが、この城に秘められた美の歴史を静かに物語る
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も
と
も
と
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
城
の
庭
園
の
一

角
で
あ
っ
た
由
緒
あ
る
土
地
に
、ル
レ
・
エ
・

シ
ャ
ト
ー
加
盟
の
五
つ
星
ホ
テ
ル
と
し
て

誕
生
し
た
の
が
「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
・
デ
ュ
・

ジ
ュ
・
ド
ゥ
・
ポ
ー
ム
」。
馬
術
文
化
が
色

濃
く
息
づ
く
こ
の
地
に
は
関
連
施
設
が
点
在

し
、な
か
で
も
シ
ャ
ン
テ
ィ
イ
競
馬
場
は
フ

ラ
ン
ス
最
古
と
称
さ
れ
る
名
門
競
馬
場
と
し

て
知
ら
れ
る
。Ｇ
１
レ
ー
ス
の
開
催
時
期
と

も
な
れ
ば
、着
飾
っ
た
紳
士
淑
女
が
集
い
、優

雅
な
社
交
の
風
景
が
広
が
る
。

　

記
念
建
造
物
に
指
定
さ
れ
た
館
内
へ
足
を

踏
み
入
れ
た
瞬
間
、気
品
に
満
ち
た
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
が
訪
れ
る
者
を
迎
え
る
。全

67
室
の
客
室
と
25
室
の
ス
イ
ー
ト
は
、過
度

な
装
飾
に
頼
る
こ
と
な
く
洗
練
を
極
め
た

イ
ン
テ
リ
ア
、イ
タ
リ
ア
産
大
理
石
を
用
い

た
バ
ス
ル
ー
ム
、そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統

的
テ
キ
ス
タ
イ
ル
〈
ト
ワ
ル
・
ド
・
ジ
ュ
イ
〉

の
上
質
な
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
で
統
一
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、18
世
紀
フ
ラ
ン
ス
貴
族
の

邸
宅
を
彷
彿
と
さ
せ
る
匠
の
技
と
現
代
的

な
快
適
性
と
が
、完
璧
な
調
和
を
奏
で
て
い

る
。多
彩
な
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
お
よ
び
ボ
デ
ィ

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
に
加
え
、独
自
の
シ
グ
ネ

チ
ャ
ー
を
揃
え
る
「
ス
パ
・
ヴ
ァ
ル
モ
ン
」

は
、“
時
の
魔
術
師
”
と
称
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ

し
い
存
在
だ
。天
窓
か
ら
柔
ら
か
な
自
然
光

が
差
し
込
む
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
プ
ー
ル
を

は
じ
め
、ジ
ャ
グ
ジ
ー
、ハ
マ
ム
、サ
ウ
ナ
を

備
え
、贅
沢
な
時
間
が
ゆ
る
や
か
に
流
れ
る
。

「
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
・
デ
ュ
・
ジ
ュ
・
ド
ゥ
・

ポ
ー
ム
」が
誘
う
の
は
、フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
と

文
化
、芸
術
と
美
食
を
深
く
味
わ
う
、知
性
と

優
雅
さ
に
満
ち
た
滞
在
体
験
で
あ
る
。

Information

Château de Chantilly /
シャンティイ城
17 rue du Connétable, 60500 Chantilly, France
TEL +33 (0)3 44 27 31 80
https://chateaudechantilly.fr/acces/

Auberge du Jeu de Paume オーベルジュ・デュ・ジュ・ドゥ・ポーム

フランス的エレガンスの系譜
シャンティイ城に隣接している唯一のホテル

シャンティイ城

１. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□
□□□□□□■□□□□□□□□□■。２. □□□□□
□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□
■□□□□□□□□□■。３. □□□□□□□□□■□
□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□
□□□□■。４. □□□□□□□□□■□□□□□□□
□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。

Château de Chantilly

4
00 00

Masahiro Ohashi

Masahiro Ohashi
トル



　

ル
ー
ヴ
ル
・
ラ
ン
ス
は
、単
な
る
地
方
の

美
術
館
の
枠
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
建
築
、芸

術
、そ
し
て
歴
史
遺
産
を
次
世
代
に
繋
ぐ
、文

化
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
の
役
割
を

担
う
。
設
計
を
手
が
け
た
の
は
、日
本
を
代

表
す
る
建
築
ユ
ニ
ッ
トSA

N
A

A

の
西
沢
立

衛
氏
と
妹
島
和
世
氏
。か
つ
て
の
炭
鉱
跡
地

に
風
景
と
静
か
に
溶
け
合
う
よ
う
に
横
た
わ

る
低
層
建
築
は
、「
風
景
の
な
か
に
消
え
ゆ
く

感
覚
」と
い
う
理
念
を
体
現
す
る
。ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
と
ガ
ラ
ス
で
構
成
さ
れ
た
外
観
は
周
囲

の
風
景
と
空
を
繊
細
に
映
し
込
み
、大
地
と

呼
応
す
る
か
の
ご
と
く
、確
か
な
存
在
感
を

放
つ
。外
観
の
透
明
感
を
そ
の
ま
ま
内
包
す

る
館
内
に
は
、無
駄
を
削
ぎ
落
と
し
た
静
謐

な
空
間
が
広
が
り
、柔
ら
か
な
自
然
光
が
作

品
を
包
み
込
む
。そ
こ
で
は
鑑
賞
者
と
芸
術

作
品
と
の
距
離
が
自
ず
と
縮
ま
り
、対
話
が

生
ま
れ
る
。最
大
の
見
ど
こ
ろ
は
、約
１
２
０

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
続
く
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

デ
ュ
・
タ
ン
（
時
の
回
廊
）」。古
代
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ア
か
ら
19
世
紀
に
至
る
ま
で
の
名
品
が
、

時
系
列
に
沿
っ
て
一
望
で
き
る
革
新
的
な
展

示
構
成
で
あ
る
。地
域
や
様
式
ご
と
に
分
断

す
る
従
来
の
枠
組
み
を
超
え
、文
明
を
横
断

し
て
並
置
さ
れ
る
作
品
群
は
、人
類
が
紡
い

で
き
た
美
へ
の
憧
憬
と
創
造
の
軌
跡
を
、壮

大
な
物
語
と
し
て
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

　

か
つ
て
炭
鉱
産
業
で
栄
え
た
こ
の
地
域

は
、時
代
の
転
換
と
と
も
変
革
を
遂
げ
て
き

た
。ル
ー
ヴ
ル
・
ラ
ン
ス
の
開
館
は
、そ
の
象

徴
と
も
言
え
る
出
来
事
と
い
え
る
。そ
こ
に

は
、文
化
の
力
が
地
域
に
新
た
な
息
吹
を
も

た
ら
す
と
い
う
、静
か
で
力
強
い
理
念
が
込

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

2

35

1

１. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。
２. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。
３. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。
４. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。
５. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。
６. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。

Information

Musée Matisse Le Cateau-Cambrésis /
アンリ・マティス美術館
2 Place du Commandant Edouard Richez, Palais Fénélon, 
59360 Le Cateau-Cambrésis, France
TEL +33 3 59 73 38 00　https://museematisse.fr/

Louvre‑Lens Museum
フランス北部、かつて炭鉱の街として栄えたランス

その地に2012年、パリのルーヴル美術館別館＝ルーヴル・ランスがオープンした
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パ
リ
か
ら
北
へ
約
２
０
０
キ
ロ
、ベ
ル

ギ
ー
国
境
に
程
近
い
カ
ン
ブ
レ
ジ
地
方
の
静

か
な
地
方
都
市
ル
・
カ
ト
ー
・
カ
ン
ブ
レ
ジ
。

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
平
原
」を
意
味
す
る
こ
の

大
地
に
、20
世
紀
最
大
の
画
家
の
ひ
と
り
、ア

ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
は
１
８
６
９
年
12
月
31
日

に
生
を
受
け
た
。そ
し
て
１
９
５
２
年
、84
歳

の
巨
匠
は
生
誕
の
地
に
最
も
個
人
的
な
贈
り

物
を
届
け
る

─
そ
れ
が
、こ
の
美
術
館
の

誕
生
で
あ
る
。

　

世
界
に
数
多
く
の
美
術
館
が
あ
れ
ど
、そ

の
芸
術
家
自
身
が
生
前
に
設
立
に
関
わ
っ

た
美
術
館
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。ア
ン
リ
・

マ
テ
ィ
ス
美
術
館
は
、ま
さ
に
そ
の
稀
有
な

例
の
ひ
と
つ
だ
。館
内
に
は
絵
画
・
素
描
・

彫
刻
・
版
画
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
展
示
が

さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
目
を
引
く
の
は
、

マ
テ
ィ
ス
が
自
ら
手
元
に
置
い
て
い
た
作

品
群
だ
。
売
却
せ
ず
、世
に
出
さ
ず
、静
か

に
手
元
に
保
ち
続
け
た
作
品
に
は
、巨
匠
の

本
音
と
内
面
が
色
濃
く
宿
っ
て
い
る
。
な

か
で
も
最
も
息
を
の
む
の
は
「
テ
リ
ア
ド

の
食
堂
」と
呼
ば
れ
る
部
屋
だ
。マ
テ
ィ
ス

と
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
が
共
同
で
装
飾
を
施

し
た
食
堂
を
壁
画
、家
具
、食
器
に
至
る
ま

で
往
時
の
ま
ま
復
元
・
保
存
さ
れ
て
い
る
。

ま
る
で
20
世
紀
芸
術
界
の
宴
が
今
も
こ
こ

で
続
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
を
呼
び

起
こ
す
。

　

マ
テ
ィ
ス
が
「
我
が
街
の
人
々
へ
」と
の

想
い
を
込
め
て
贈
っ
た
作
品
を
ひ
と
目
見
る

た
め
に
小
さ
な
田
舎
町
を
訪
れ
る
。そ
れ
は

き
っ
と
、北
フ
ラ
ン
ス
の
美
を
巡
る
旅
の
中

で
も
、印
象
深
い
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
る
こ
と

に
違
い
な
い
。

Information

Louvre‑Lens Museum /
ルーブル・ランス
99 Rue Paul Bert, 62300 Lens, France
TEL +33 3 21 18 62 62
https://www.louvrelens.fr/

Musée Matisse Le Cateau-Cambrésis アンリ・マティス美術館

マティス自身が生前に手がけた唯一の美術館

ルーヴル・ランス

１. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。２. □□□□□□□□
□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。３. □□□□□□□□□■□□□□□□□□
□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。４. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□
□■□□□□□□□□□■。
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炭鉱の大地に再び宿る芸術の光
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ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
期
に
新
古
典
派
様
式
で

建
て
ら
れ
た
華
や
か
な
外
観
が
印
象
的
な

「
リ
ー
ル
美
術
館
（Palais des Beaux-A

rts 
de Lille

）」は
、
１
８
０
９
年
に
創
設
さ
れ

た
フ
ラ
ン
ス
有
数
の
美
術
館
。ナ
ポ
レ
オ
ン

時
代
に
地
方
へ
芸
術
を
広
め
る
目
的
で
設
立

さ
れ
、今
日
で
は
ル
ー
ヴ
ル
に
次
ぐ
規
模
と

質
を
誇
る
。収
蔵
品
は
7
万
点
に
及
び
、古
美

術
・
中
世
美
術
・
近
代
美
術
ま
で
美
術
史
を

横
断
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
有
す
る
。

　

オ
ー
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
地
方
の
州
府
の

リ
ー
ル
郊
外
の
街
、ル
ー
ベ
は
19
～
20
世
紀

に
か
け
て
繊
維
産
業
で
栄
え
た
歴
史
を
持

つ
。こ
こ
に
は
１
９
３
０
年
代
の
ア
ー
ル
・

デ
コ
建
築
を
そ
の
ま
ま
残
し
、
２
０
０
１
年

に
誕
生
し
た
美
術
館
「
ラ
・
ピ
シ
ー
ヌ
（La 

Piscine

）」が
あ
る
。１
９
３
２
年
に
リ
ー
ル

出
身
の
建
築
家
ア
ル
ベ
ー
ル
・
バ
エ
の
設
計

に
よ
り
建
て
ら
れ
た
ア
ー
ル
・
デ
コ
様
式
の

プ
ー
ル
が
、当
時
ル
ー
ベ
の
人
々
に
愛
さ
れ

た
「
フ
ラ
ン
ス
一
美
し
い
プ
ー
ル
」の
趣
を

そ
の
ま
ま
に
展
示
室
と
し
て
甦
っ
た
。さ
ま

ざ
ま
な
史
跡
や
歴
史
と
美
意
識
が
一
体
と

な
っ
た
魅
力
に
溢
れ
る
オ
ー
・
ド
・
フ
ラ
ン

ス
は
、訪
れ
る
者
を
知
性
の
旅
へ
と
誘
う
。

4

8

１. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。２. □□□□□□□□
□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。３. □□□□□□□□□■□□□□□□□
□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。４. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
□□□■□□□□□□□□□■。５. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□
□□□□■。６. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。７. □□□
□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。８. □□□□□□□□□■□□
□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。

Information

Clarance Hôtel /
クラランス・ホテル
32 rue de la Barre, 59800 Lille, France
TEL +33 (0)3 59 36 35 59
www.clarancehotel.com

オー・ド・フランス地方はベルギーやイギリスへと向かうフランス北部の玄関口
かつてのフランドル文化の影響を色濃く残す

　

１
７
３
６
年
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
邸
宅

は
、
３
世
紀
近
い
歳
月
を
経
て
ル
レ
・
エ
・

シ
ャ
ト
ー
加
盟
の
ホ
テ
ル
と
し
て
、そ
の
威

厳
を
今
に
伝
え
る
。ロ
ビ
ー
の
壁
面
を
飾
る

の
は
、現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、ガ
エ
ル
・
ダ
ヴ

ラ
ン
シ
ュ
に
よ
る
大
胆
な
キ
ャ
ン
バ
ス
作
品

群
。
18
世
紀
の
建
築
が
纏
う
荘
厳
さ
と
、現

代
ア
ー
ト
が
共
鳴
し
て
い
る
。全
27
室
の
客

室
は
、「
ラ
・
ル
ベ
ル（
反
骨
者
）」「
ラ
・
ヴ
ォ

ワ
（
声
）」「
リ
デ
ア
ル
（
理
想
）」
─
な
ど
、

詩
の
一
行
を
思
わ
せ
る
室
名
に
な
っ
て
い

る
。そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
イ
ン
テ
リ
ア
哲
学
の

も
と
に
設
え
ら
れ
、ど
の
部
屋
も
、ま
る
で

自
分
だ
け
の
フ
レ
ン
チ
レ
ジ
デ
ン
ス
に
滞
在

し
て
い
る
か
の
よ
う
な
優
雅
な
滞
在
が
約
束

さ
れ
る
。

　

日
が
傾
く
と
、バ
ー
「
ラ
・
バ
ー
ル
」の
書

棚
に
囲
ま
れ
た
空
間
は
、一
日
の
締
め
く
く

り
に
ふ
さ
わ
し
い
舞
台
と
な
る
。季
節
の
素

材
と
厳
選
さ
れ
た
ス
ピ
リ
ッ
ツ
か
ら
生
ま
れ

る
カ
ク
テ
ル
、そ
し
て
ミ
シ
ュ
ラ
ン
星
付
き

ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
と
の
洗
練
さ
れ
た
ペ
ア
リ

ン
グ
。そ
の
す
べ
て
が
、忘
れ
が
た
い
唯
一
無

二
の
体
験
と
し
て
深
い
記
憶
に
刻
ま
れ
る
こ

と
だ
ろ
う
。

　

ホ
テ
ル
か
ら
リ
ー
ル
旧
市
街
の
中
心

「V
ieux L

ille

（
ヴ
ュ
ー
・
リ
ー
ル
）」へ

は
徒
歩
圏
内
。
中
世
の
面
影
を
残
す
石
畳

の
道
を
歩
け
ば
、歴
史
的
建
築
や
洗
練
さ

れ
た
ブ
テ
ィ
ッ
ク
、カ
フ
ェ
、そ
し
て
地

元
の
郷
土
料
理
を
味
わ
え
る
レ
ス
ト
ラ

ン〈
エ
ス
タ
ミ
ネ
〉が
点
在
す
る
。
街
そ
の

も
の
が
、文
化
と
美
意
識
に
満
ち
た
ひ
と

つ
の
舞
台
と
し
て
旅
人
に
語
り
か
け
て

く
る
。

Clarance Hôtel クラランス・ホテル

リール旧市街の石畳の路地を歩き、重厚な扉をくぐれば
そこには歴史と現代が融け合うプライベートマナー（邸宅）待ち受けている

１. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□
■□□□□□□□□□■。２. □□□□□□□□□■□□□□□□□□
□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。３. □□□□□□□
□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□
□□■。４. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□
□□□■□□□□□□□□□■。
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珠玉のギャラリーや文化遺産を訪れる
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美食とワインの都、ブルゴーニュへフランス東部に位置するブルゴーニュ地方。その首都ディジョンから南へ約60 キロにわたり広がる「コート・ドール（黄金の
丘）」には、中世から受け継がれてきた世界最高峰のワイン畑が広がる。―そこには、ワイン愛好家のみならず美食家を
虜にする至高のガストロノミー文化が宿る。

3

１. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。２. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□
■□□□□□□□□□■。３. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。
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フ
ラ
ン
ス
の
食
文
化
を
体
感
す
る

　

２
０
２
２
年
5
月
、ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
首
都

デ
ィ
ジ
ョ
ン
に
誕
生
し
た
シ
テ
・
ア
ン
テ
ル
ナ

シ
オ
ナ
ル
・
ド
・
ラ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
・
エ
・

デ
ュ
・
ヴ
ァ
ン

─
国
際
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

＆
ワ
イ
ン
都
市（
＊
以
下
、Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｖ
）」は
、世

界
で
も
類
を
見
な
い
美
食
文
化
の
殿
堂
。

　

２
０
１
０
年
、「
フ
ラ
ン
ス
の
美
食
文
化

（Gastronom
ic M

eal of the French

）」

が
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
食
卓
を
囲
む
人
々
の
作
法
、料
理
と
お

酒
な
ど
、フ
ラ
ン
ス
の
食
文
化
そ
の
も
の
が

人
類
の
遺
産
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
だ
。さ

ら
に
２
０
１
５
年
に
は
、ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の

「
ク
リ
マ
（
葡
萄
畑
の
区
画
）」が
世
界
遺
産

に
。デ
ィ
ジ
ョ
ン
は
こ
の
二
つ
の
偉
大
な
遺

産
を
体
現
す
る
都
市
と
し
て
、美
食
の
発
信

拠
点
に
選
ば
れ
た
の
だ
。そ
れ
ら
を
大
人
か

ら
子
供
ま
で
体
感
で
き
る
複
合
施
設
を
擁
す

る
の
が
、
６・５
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
わ
た
っ
て
広

が
る
Ｃ
Ｉ
Ｇ
Ｖ
。旧
市
立
病
院
の
歴
史
的
建

造
物
に
展
開
さ
れ
る
施
設
内
に
は
１
７
５
０

平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
常
設
展
示
エ
リ
ア
が

広
が
り
、フ
ラ
ン
ス
の
食
文
化
の
多
彩
な
側

面
を
映
像
や
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
装
置
を

通
じ
て
体
感
で
き
る
。そ
し
て
、フ
ラ
ン
ス
的

な
「
食
」の
哲
学
を
、さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。 

ま
た
、「
カ
ー

ヴ
・
ド
・
ラ
・
シ
テ（
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
の
村
）」

は
、ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
ワ
イ
ン
を
愛
す
る
者
に

と
っ
て
、こ
こ
は
ま
さ
に
夢
の
空
間
だ
。ブ

ル
ゴ
ー
ニ
ュ
を
軸
に
世
界
各
地
か
ら
選
び
抜

か
れ
た
ワ
イ
ン
が
揃
い
、そ
の
多
く
は
テ
イ

ス
テ
ィ
ン
グ
・
ル
ー
ム
で
ゆ
っ
た
り
と
味
わ

6
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Information

Cité Internationale de la Gastronomie et du Vin /
国際ガストロノミー＆ワイン都市
12 parvis de l’UNESCO 21000 Dijon, France
TEL +33 3 80 23 88 76
https://www.citedelagastronomie-dijon.fr/?utm_source=chatgpt.com

Cité Internation  ale de la Gastronomie et du Vin
美食と文化が交差する聖地＝ディジョンに誕生した

ユネスコに認定された食の文化都市

2

国際ガストロノミー＆ワイン都市

う
こ
と
が
で
き
る
。名
だ
た
る
グ
ラ
ン
・
ク

リ
ュ
の
数
々
が
、思
い
が
け
な
い
出
会
い
へ

と
誘
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、 「
ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ
・
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
ク（
美
食
の
村
）」に
は
、若
き
才
能
あ

ふ
れ
る
シ
ェ
フ
ら
に
よ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
軒

を
連
ね
る
。ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
各
地
の
名
だ
た

る
星
付
き
レ
ス
ト
ラ
ン
で
腕
を
磨
い
た
彼
ら

が
提
供
す
る
の
は
、「
本
物
の
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

料
理
」。長
年
磨
か
れ
た
技
術
と
感
性
が
宿
る

そ
の
一
皿
に
は
、フ
ラ
ン
ス
が
誇
る
食
文
化

と
職
人
の
魂
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

１. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□
■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□
■。２. □□□□□□□□□■□□□□□□□□
□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□
■。３. □□□□□□□□□■□□□□□□□□
□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□
■。４. □□□□□□□□□■□□□□□□□□
□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□
■。５. □□□□□□□□□■□□□□□□□□
□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□
■。６. □□□□□□□□□■□□□□□□□□
□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□
■。７. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□
■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。
８. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■
□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。
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緩
や
か
な
丘
陵
が
連
な
り
、秋
に
は
黄
金

色
に
染
ま
る
ぶ
ど
う
畑
が
地
平
線
ま
で
広
が

る
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
は
、ワ
イ
ン
と
美
食
を
愛

す
る
す
べ
て
の
人
が
一
生
に
一
度
は
訪
れ
る

べ
き
聖
地
。そ
の
入
り
口
と
な
る
デ
ィ
ジ
ョ

ン
は
、か
つ
て
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
の
首
都

と
し
て
栄
え
、豊
穣
と
歴
史
が
溶
け
合
う
稀

有
な
都
市
。中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
覇
者
と
し

て
名
を
馳
せ
た
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
の
栄
光

は
、デ
ィ
ジ
ョ
ン
の
街
並
み
に
今
も
あ
り
あ

り
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、デ
ィ
ジ
ョ
ン
を
南
北
に
貫
く
よ
う

に
延
び
る
「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
・
ワ
イ
ン
街

道
（Route des Grands Crus

）」は
、ワ
イ

ン
愛
好
家
に
と
っ
て
聖
地
巡
礼
の
旅
。北
は

ジ
ュ
ヴ
レ
・
シ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ン
に
始
ま
り
、

ニ
ュ
イ
・
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
、ボ
ー
ヌ
を

経
て
、南
の
サ
ン
ト
ネ
ま
で

─
１
０
０
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
満
た
な
い
細
長
い
帯
状
の

丘
陵
地
帯
に
、グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
（
特
級
畑
）

が
宝
石
の
よ
う
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

専
用
車
を
手
配
し
て
、畑
の
中
を
歩
き
な
が

ら
ド
メ
ー
ヌ
（
生
産
者
）を
訪
問
す
る
体
験

は
、デ
ィ
ジ
ョ
ン
発
の
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ワ
イ

ン
ツ
ア
ー
で
可
能
だ
。多
く
の
名
ド
メ
ー
ヌ

は
予
約
制
で
一
般
公
開
し
て
い
な
い
が
、ソ

ム
リ
エ
資
格
を
持
つ
プ
ロ
の
ガ
イ
ド
に
よ
っ

て
直
々
に
セ
ラ
ー
を
見
学
し
、芳
し
き
香
り

と
共
に
プ
レ
ミ
ア
ム
ワ
イ
ン
を
試
飲
す
る
夢

の
よ
う
な
時
間
が
可
能
と
な
る
。

１. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□
□□□□□■。２. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□
□□■□□□□□□□□□■。３. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■
□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。４. □□□□□□□□□■□□□
□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。５. □□□□□□
□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。

Information

Grand Hôtel La Cloche Dijon-MGallery Collection /
グランドホテル・ラ・クローシュ・ディジョン- M ギャラリー・コレクション
14 Place Darcy, 21000 Dijon, France
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美食と歴史の回廊を歩く

　

石
灰
岩
の
外
壁
が
積
み
重
ね
て
き
た
歳

月
の
重
み
と
揺
る
ぎ
な
い
存
在
感
を
今
に

伝
え
る
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
ラ
・
ク
ロ
ー

シ
ュ
・
デ
ィ
ジ
ョ
ン
―
Ｍ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
。１
８
６
５
年
の
創
業
以
来
、

世
紀
を
越
え
て
国
内
外
の
賓
客
を
迎
え
続

け
て
き
た
こ
の
ホ
テ
ル
は
、デ
ィ
ジ
ョ
ン

唯
一
の
5
つ
星
ホ
テ
ル
と
し
て
、プ
レ
ス
・

ダ
ル
シ
ー
広
場
の
一
角
に
佇
む
。
館
内
で

は
、さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
「
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
ら
し
さ
」と
い
う
美
意
識
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
。
最
上
級
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
ス

イ
ー
ト
の
客
室
に
は
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の

銘
醸
ワ
イ
ン
の
名
に
冠
し
て
い
て
、そ
れ

ぞ
れ
が
独
自
の
世
界
観
を
持
つ
。
屋
根
裏

の
傾
斜
を
生
か
し
た
デ
ュ
プ
レ
ッ
ク
ス
構

造
の
「
ス
イ
ー
ト
・
シ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ン
」、

洗
練
さ
れ
た
ア
パ
ル
ト
マ
ン
感
覚
の
「
ス

イ
ー
ト
・
ロ
マ
ネ
・
コ
ン
テ
ィ
」、
そ
し

て
最
高
峰
の
「
プ
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
・
ス

イ
ー
ト
・
モ
ン
ラ
ッ
シ
ェ
」は
、ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ア
パ
ル
ト
マ

ン
の
趣
だ
。

　

こ
の
ホ
テ
ル
が
属
す
るA

ccor

グ
ル
ー

プ
の
「M

G
allery C

ollection

」
は
、「
物

語
を
持
つ
ホ
テ
ル
」の
み
に
与
え
ら
れ
る

称
号
。
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
ラ
・
ク
ロ
ー

シ
ュ
・
デ
ィ
ジ
ョ
ン
―
Ｍ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
、美
食
の
街
に
ふ
さ
わ
し

い
気
品
と
風
格
を
湛
え
、ま
る
で
洗
練
を

極
め
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
よ
う
に
、繊
細

で
奥
深
い
魅
力
に
満
ち
て
い
る
。
時
を
超

え
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
優
雅
さ
と
と
も

に
、心
に
深
く
刻
ま
れ
る
格
別
な
滞
在
を

叶
え
て
く
れ
る
。

Grand Hôtel La Cloche Dijon –MGallery Collection
グランドホテル・ラ・クローシュ・ディジョン―

M ギャラリー・コレクション
アートと客室が紡ぐブルゴーニュの美学

１. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□
■□□□□□□□□□■。２. □□□□□□□□□■□□□□□□□
□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■。３. □□□□□
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ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
中
心
都
市
・
ボ
ー

ヌ
に
は
、一
言
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
ほ

ど
豊
か
な
体
験
が
待
っ
て
い
る
。
早
朝
の

葡
萄
畑
を
巡
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ツ
ア
ー

で
は
、古
木
の
佇
ま
い
、歴
史
を
刻
む
石

積
み
の
壁
、黄
金
色
に
輝
く
丘
陵

─
そ

の
す
べ
て
を
五
感
で
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
世
界
中
の
一
流
レ
ス
ト
ラ
ン

か
ら
英
国
王
室
御
用
達
の
食
卓
ま
で
を

彩
っ
て
き
た
老
舗
マ
ス
タ
ー
ド
ブ
ラ
ン
ド

「E
dm

ond F
allot

（
フ
ァ
ロ
）」も
、こ
の

地
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
存
在
だ
。

城
壁
内
に
位
置
す
る
「Patriarche Père 

et F
ils

（
カ
ー
ヴ
・
パ
ト
リ
ア
ル
シ
ュ
・

ペ
ー
ル
＆
フ
ィ
ス
）」で
は
、何
世
紀
に
も

わ
た
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
発
酵
と
熟
成

の
香
り
が
鼻
腔
を
包
み
込
む
。
壁
一
面
に

積
み
上
げ
ら
れ
た
樽
の
中
で
静
か
に
時
を

待
つ
グ
ラ
ン
・
ク
リ
ュ
を
テ
イ
ス
テ
ィ
ン

グ
す
れ
ば
、ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
ワ
イ
ン
の
奥

深
さ
を
実
感
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、毎
年
11
月
第
3
日
曜
日
に
開

催
さ
れ
る
世
界
最
古
に
し
て
最
高
権
威
を

誇
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ワ
イ
ン
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
。
そ
の
舞
台
と
な
る
の
が
、壮
麗
な
ゴ

シ
ッ
ク
建
築
で
知
ら
れ
る
「H

ôtel-D
ieu 

de B
eaune

（
オ
テ
ル
・
デ
ュ
ー
）」。ワ
イ

ン
と
美
食
へ
の
情
熱
が
幾
重
に
も
重
な
り

合
う
街
＝
ボ
ー
ヌ
。
そ
こ
に
は
、訪
れ
る

者
の
感
性
に
語
り
か
け
る

─
ブ
ル
ゴ
ー

ニ
ュ
の
真
髄
が
息
づ
い
て
い
る
。
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□□■□□□□□□□□□■。６. □□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□□□□□□■□□□□
□□□□□■。
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黄金の丘—コート・ドールのぶどう畑を行く

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
テ
ノ
ワ
ー
ル
を

纏
う
誇
り
高
き
５
つ
星
ホ
テ
ル

　

ボ
ー
ヌ
旧
市
街
の
石
畳
の
路
地
を
抜
け

た
先
に
佇
む
の
は
、時
代
を
超
え
た
美
意

識
と
優
雅
さ
が
静
か
に
共
鳴
す
る
館

─

オ
テ
ル
・
ド
・
ボ
ー
ヌ
。
17
世
紀
の
修
道

院
や
ワ
イ
ン
商
の
邸
宅
と
い
う
文
化
的
遺

産
を
融
合
さ
せ
た
空
間
は
、単
な
る
宿
泊

施
設
で
は
な
く
、ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
で

の
滞
在
を
存
分
に
楽
し
め
る
魅
力
に
溢
れ

る
。全
17
室
の
客
室
は
、そ
れ
ぞ
れ
が
個
性

を
放
つ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
。
旅
の
目

的
に
合
わ
せ
た
選
択
が
可
能
だ
。ま
た
、滞

在
中
に
は
、コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
相
談
す

る
こ
と
で
、ベ
ン
ト
レ
ー
を
は
じ
め
と
し

た
専
用
車
に
よ
る
送
迎
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ツ
ア
ー
な
ど
、美
食
都
市
＝
ボ
ー
ヌ
の
魅

力
を
最
大
限
に
引
き
出
し
て
く
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
で
の
美
食
の

旅
の
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
の
が
ホ

テ
ル
に
併
設
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ビ
ス
ト

ロ
・
ド
・
ロ
テ
ル
」。
ど
こ
か
懐
か
し
い
古

き
良
き
フ
ラ
ン
ス
の
ビ
ス
ト
ロ
文
化
を
体

現
し
て
い
て
、伝
統
的
な
地
方
料
理
を
豊

富
な
ワ
イ
ン
リ
ス
ト
と
共
に
楽
し
め
る
。

オ
テ
ル
・
ド
・
ボ
ー
ヌ
に
滞
在
す
る
こ
と

で
、ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
の
豊
か
な
食
文
化
を

心
ゆ
く
ま
で
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
は

ず
だ
。
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美食と歴史が織りなす街、ボーヌへ

L'Hôtel de Beaune オテル・ド・ボーヌ

16世紀の修道院回廊と由緒ある商人の邸宅
ふたつの歴史的建造物を継承する
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